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教育実習の東山先生・・・すてきです！
５月２４日（月）から今日まで３週間、教育実習の先生として頑張ったのは、社会科の教師を目指す

東山 祐先生です。先生は社会科の授業も部活動もしっかりと頑張っていました。そして何より子ども達

みんなといろんな話をして楽しく実習してくれました。

私も先生といろんな話をしました。印象に残っているのは、「絶対教師になりたいんです！」と熱く語る

その姿です。先生にとって「教師になること」は長年の夢なんだそうです。先生の強い思いが私にも伝わ

ってきて、私も「自分も頑張らなあかんなぁ」って思いました。

同時に東山先生は幸せだなぁとも感じました。なぜかというと、自分の将来に希望を持っているからです。未来に夢や希望を持つ

って本当にすてきなことだと思います。

最近子ども達って、「将来何になりたいの？」と問うと「わからん・・・」と答える子がとても多いです。だから是非、初島中学校の子ど

も達にはいつも、自分の将来に夢や希望をもって欲しいなぁと思っています。

「子ども達のために・・・」って図書をいただきました！
大中歯科医院の大中重俊院長さんから、「子ども達に読んでもらって下さい。」と図書をご寄付頂きました。いずれも院長さんが選

んで下さった図書で、とてもいい本ばかりです。

初島中学校の子ども達はみんな本をよく読みます。朝読書の時間用に自分で本をもってくる子も少なくないし、昼休みには図書室

に来る子も沢山います。図書委員さんは昼の貸し出しに一生懸命取り組んでいるし、図書室ではいろんな本についての会話に花が

咲いています。本の世界に浸る時間って、本当に豊かな時間だと感じます。そんな子ども達の姿を「素晴らしいなぁ」といつも思いま

す。

もう一つ、昨年の「ふるさと学習」のときも強く感じましたが、初島中の子ども達って、地域の方々に

沢山関わっていただいて本当に幸せだなぁと思います。初島に育つ子ども達に、地元のことをもっと知

って欲しいと尽力下さる「チーム六桜花」の皆さん、今回のように子ども達のために本を・・・と考えて下

さる大中院長さん、子ども達にとって本当に心強いサポーターです。

地域の中で子どもが育つってこういうことなのだと強く感じます。地域のみなさま、いつも本当にありが

とうございます。これからもどうぞ宜しくお願いします。

箕島中学校へ合同授業に行きました・・・
１・２年生の子ども達は来年箕島中学校へ通うので、その前に来年同級生になる箕島中学校の子ども達と仲良くなったり、箕島中

学校の授業の雰囲気を感じたりするために、２年生が合同授業に行きました。体育の授業で一緒にゲームしたり、ドッチボールをし

たりしました。美術の授業では同じテーマで作品を作りました。箕島中学校の子ども達と談笑する場面もあり、うまく合同学習に参加

していましたが、いつもは７人という少人数で学校生活を送っている初島中学校の２年生・・・大人数に圧倒されたり、随分と気を遣っ

たりしたみたいで、学校へ戻ってくると疲れた様子でした。日記には「箕島に行きました。大人数で疲れました。」という感想も・・・。

大人になるためには、いろいろな集団の中で人間関係を築いたり、コミュニケーションを取ったり、一緒に何かを作ったりといった

力が大切になります。来年から、大人数の中でそうした力を付けて成長していくためにも・・・頑張れ！初中生！

ただの草引き？？？・・・ではありません！生徒会企画の「グラスハンター」です！！
日差しが強くなってきたので、グランドに沢山の草が生えてきました。そんなとき、「生徒会から新しい企画のお話があります。」と

生徒会担当の石井先生からお話がありました。内容は生徒全員でグランドの草引きをしようと考えているということでした。素晴らし

いことだなぁと思ったのですが、その後さらに素晴らしいと思ったことがありました。

ただ草引きをするというのではつまらないので、何とか少しでも楽しく草引きできないかと生徒会役員で知恵を絞り、ゲームのよう

にして草引きをする企画を練り上げてくれたのです。学校の課題を自分たちのアイディアで解決しようとするなんて、とても素晴らしい

なぁ・・・と感心しました。それからは、生徒会のホワイトボードにイベントを楽しく工夫して知らせたり、グランドを宝の地図に見立てた

ようなチラシを作成して配布したりして全校生徒にアピールしました。朝集でも説明しました。

自分たちの周りにある問題を見つける力、その解決に向けてアイディアを出す力、それを共有して集団で取り組む力、そして全体

に広げる実行力・・・初中の子ども達って本当にすごい力を持ってるなぁと感じてとても嬉しかったです。
※全員で60kgの草を引きました。

すごい！
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